
 

 

 

 

 

 

 

 

 今年もあと少しとなりました。寒い時期になり、風邪をひきやすい季節です。体を温めてくれ

る根菜類や、ビタミンたっぷりの葉野菜、免疫力を高めてくれる『きのこ』などを食べて、冬休

みを元気に過ごすために風邪予防をしましょう。 

 冬休みは、大晦日や正月などの行事があり、家族や親戚で過ごす機会も増えます。この機会を 

利用して、大晦日や正月の行事食の由来などについて家族で語り合ってみてはいかがでしょうか？

家庭の味や地域ならではの料理についても話してみるのも楽しいですね。 
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 今年の冬至は 12 月２２日（水）です。冬至は昼が一番短く、夜が一番

長くなります。そのため、冬至を境に日が長くなっていくため、太陽がよ

みがえる日とも考えられていました。 

「ん」のつく食べ物「なんきん（かぼちゃ）」「れんこん」「にんじん」「き

んかん」「ぎんなん」「うどん」などを食べると運に恵まれるといわれています。 

 冬至には、かぼちゃを食べたり、ゆず湯に入ったりしますが、昔は夏が旬のかぼちゃを冬まで保

存し、貴重なビタミン源として冬に食べました。この日にかぼちゃを食べると風邪をひかないとい

われています。また、ゆず湯はゆずの強い香りで邪気を払うとされています。ゆずの成分が血行を

促進し、身体をあたためて風邪を予防します。 

昔の方のすばらしい知恵ですね。 

 

 
本年もコロナ禍、無事に、安全に給食を子どもたちへお届けできた

こと嬉しく思います。子どもたちの成長に少しでもお手伝いができた

らと給食作りに励んでいます。来年度は給食費の公会計となり、皆さ

まには口座登録等ご協力をいただいております。保護者の方々には、

ご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。 

来年も、給食センタースタッフ一同、安全で美味しい給食作りを心

がけていきます。良いお年をお迎えください。 

新年の給食は 1月１１日（火）から開始します。 

 

おせち料理 
 おせち料理は、今ではお正月に食

べるごちそうになっていますが、本

来は家族そろって一年を元気に過ご

せたことを祝い、神様にお供えする

料理のことでした。地方のおせち料

理はそのなごりで、その土地でとれ

るご馳走をみんなで食べる風習が今

も残っています。一品一品に願いや

意味が込められていることを話しな

がら我が家の「おせち料理」を子ども 

たちにも伝えたいですね。 


